
ま せ ん 。 対 策は で き る だ け早 く し た ほ うが 良 い と 考 えた の で す 。　
予 算 の や り

く り や 設 計 、施 工 は 大 変 でし た が 、 皆 さん よ く や っ てく れ た と 思 いま す 。  こ の 時 、工 事 の た め に借 地 し た 隣 接地 等 は そ の まま 買 収 さ せ ても ら う 方 針 で進 め ま し た 。 後 々 の 増 設 や危 機 管 理 に 役 に 立 つ と 考 えた の で す 。　
次 に 断 水 が 起 き た 場 合 の

備 え の 強 化 で す 。　
平 成

2 2年 ３ 月 、 漏 水 事 故

の 復 旧 に 相 当 の 時 間 が かか っ て し ま い 、 桜 川 市 の 皆様 に 多 大 な ご 迷 惑 を か け てし ま い ま し た 。 こ の 反 省 から 、 次 の よ う な 対 策 を 行 いま し た 。　
① 漏 水 補 修 資 材 の 大 量 備

で し た 。 鹿 島 水 道 事 務 所 では 、 水 道 水 を 事 業 所 や 住 民等 へ 直 接 給 水 す る 業 務 、 工業 用 水 道 管 布 設 や 鰐 川 浄 水場 （ 上 工 水 共 同 ） の 建 設 工事 等 、 様 々 な 業 務 を 担 当 しま し た 。　
特 に 鰐 川 浄 水 場 の 建 設 で

は 、 工 事 に 伴 う 周 辺 水 田 の水 位 低 下 問 題 等 、 様 々 な 課題 が あ り ま し た 。 事 務 所 全体 で こ れ に 対 応 し 、 建 設 事業 を 進 め ら れ た の で 、 昭 和
5 7年 ７ 月 に は 水 道 用 水 が 供

給 開 始 で き た の で す 。 私 にと っ て 、 工 事 着 手 か ら 工 事完 成 ま で の 経 験 は 大 変 貴 重な も の と な り ま し た 。　
平 成

1 4年 度 か ら 平 成

1 5年

　
私 は 昭 和

5 0年 ４ 月 、 茨 城

県 職 員 と し て 採 用 さ れ 、 企業 局 に 配 属 さ れ ま し た 。 退職 ま で の

3 5年 間 、 県 の 職 員

と し て 勤 務 さ せ て い た だ きま し た が 、 こ の う ち

3 3年 間

は 企 業 局 で 水 道 、 工 業 用 水道 の 業 務 に 従 事 し て き ま した 。 こ の 時 の 経 験 か ら 、 いく つ か お 話 し さ せ て い た だき ま す 。　
県 職 員 と し て の ス タ ー ト

は 、  鹿 島 水 道 事 務 所 （ 当 時 ） 　
企 業 局 は 昭 和

4 2年 、 鹿 島

開 発 の 大 規 模 な 水 需 要 に 対応 す る た め 、 公 営 企 業 と し

度 ま で は 、 企 業 局 施 設 課 勤務 と な り 、 企 業 局 全 体 の 施設 建 設 や 管 理 業 務 を 担 当 しま し た 。 こ の ２ 年 間 で 特 に印 象 深 い の は 、 霞 ヶ 浦 浄 水場 の 改 築 事 業 に 関 す る も ので す 。 霞 ヶ 浦 浄 水 場 は 創 設事 業 、 第 １ 次 拡 張 事 業 、 第２ 次 拡 張 事 業 と 、 順 次 浄 水場 を 整 備 し て き ま し た 。　
こ れ ら の 事 業 で 整 備 し た

構 造 物 は 、 給 水 開 始 か ら 古い も の で

4 5年 （ 平 成

1 4年 度

時 点 ） と 、 か な り の 年 数 が経 過 し て お り 、 施 設 の 老 朽化 や 浄 水 機 能 の 低 下 な ど への 対 応 が 求 め ら れ て い ま した 。 こ の た め 、 改 築 に つ いて 局 内 で 検 討 が 進 め ら れ 、

平 成

1 5年 度 に 事 業 化 す る こ

と が 決 定 し た の で す 。 こ れが 、 企 業 局 に お け る 浄 水 場の 本 格 的 な 改 築 事 業 の 始 まり と な り ま し た 。 改 築 事 業は 、 平 成

1 6年 度 か ら ス タ ー

ト す る こ と と な り ま し た 。　
平 成

1 6年 度 か ら は 県 南 水

道 事 務 所 所 長 と し て 勤 務し 、  改 築 に 必 要 な 用 地 取 得 、土 地 改 良 区 と の 協 議 、 土 浦市 や 阿 見 町 と の 道 路 協 議 など 多 く の 課 題 解 決 に 向 け 、事 務 所 職 員 一 丸 と な っ て 取り 組 み ま し た 。 用 地 取 得 や関 係 機 関 と の 協 議 が 進 ん だこ と か ら 、 平 成

1 8年 度 、 改

築 に 伴 う 送 水 管 の 布 設 替 え工 事 と 道 路 の 付 け 替 え 工 事を 実 施 。 こ の 工 事 の 完 了 によ り 、 浄 水 処 理 施 設 工 事 が発 注 で き る こ と と な り ま した 。　
平 成

1 9年 度 に は 本 局 施 設

課 へ 首 席 検 査 監 と し て 、 平成

2 0年 度 に は 施 設 課 長 と し

て 勤 務 す る こ と と な り ま し に 考 え た の は 、 企 業 局 はも っ と 土 木 部 と 情 報 交 換 をし な が ら 、 連 携 を 深 め た ほう が 良 い と い う こ と で す 。　
道 路 の バ イ パ ス 計 画 や 修

繕 計 画 を あ ら か じ め 知 っ てい て 、  同 時 施 工 が で き れ ば 、メ リ ッ ト は 大 き い と 思 っ たの で す 。 特 に 土 木 部 で 実 施す る 橋 梁 工 事 に う ま く 管 路が 添 架 で き れ ば 、 大 幅 に コス ト カ ッ ト が で き る の です 。 さ っ そ く 、 定 期 的 な 情報 交 換 の 場 が 設 け ら れ ま した 。 私 は そ の 後 の 懇 親 会 のみ 、 喜 ん で 出 席 し て お り まし た 。　
こ こ で 、 特 に 重 点 的 に 対

応 し た 何 点 か に つ い て お 話し た い と 思 い ま す 。　
ま ず 、 各 浄 水 場 施 設 の 老

朽 化 対 策 の ス ピ ー ド ア ッ プで す 。　
土 木 建 築 施 設 や 、 電 気 機

械 設 備 も 大 半 は 老 朽 化 し てお り 、 そ の 対 策 は 計 画 的 に進 め ら れ て お り ま し た が 、こ れ を 大 幅 に ス ピ ー ド ア ップ す る こ と に し た の で す 。災 害 は い つ 起 こ る か わ か り

が れ ま し た 。 企 業 局に は 、 本 局 の 他 に 水道 事 務 所 が ４ 箇 所 、浄 水 場 が

1 1箇 所 、 水

質 管 理 セ ン タ ー 、 つく ば ヘ リ ポ ー ト 管 理事 務 所 が あ り 、 職 員１ ９ １ 名 の 大 世 帯 です 。

3 7市 町 村 に 水 道

用 水 を 供 給 し 、 ２ ７５ 社 ３ ０ ５ 事 務 所 に工 業 用 水 を 送 っ て いま す （ 以 上 、 平 成

2 0

年 ４ 月 １ 日 現 在 ）  。　
私 は 、 こ の 企 業 局 で 平 成2 0年 ４ 月 か ら 平 成

2 4年 ３ 月

ま で の ４ 年 間 、  企 業 局 長  （ 公営 企 業 管 理 者 ） を 務 め ま した 。 ま た 、 各 浄 水 場 の 運 転管 理 を 補 助 す る の が 主 な 業務 で あ る 企 業 公 社 の 理 事 長も 兼 務 し て い ま し た 。　
就 任 し て 、 私 が ま ず 最 初

　
土 木 工 事 に つ い て は 、 県

内 建 設 会 社 は 様 々 な 対 応 に追 わ れ 、 浄 水 場 の 復 旧 に は手 が 回 ら な い 状 態 で し た 。こ の た め 、 渡 邊 企 業 局 長 が復 旧 に 協 力 し て く れ る 大 手建 設 会 社 を 手 配 し て く れ たの で す 。 こ の 会 社 に は 、 必要 な 重 機 、 資 材 等 の 確 保 およ び 復 旧 工 事 に 全 力 で 取 り組 ん で い た だ き ま し た 。　
浄 水 場 内 の 水 処 理 設 備 の

対 応 も 大 変 な も の で し たが 、 設 備 会 社 の 皆 様 に も 速や か に 対 応 し て い た だ け まし た 。 ま た 、 様 々 な 復 旧 作業 を 速 や か に 進 め る こ と がで き た の は 、 迅 速 な 組 織ト ッ プ の 判 断 、 決 断 に よ るも の だ っ た と 思 い ま す 。　
こ う し て 、 ４ 月

1 9日 に は

上 水 道 の 送 水 が で き る よ うに な り ま し た 。　
東 日 本 大 震 災 発 生 は 、 誰

も 予 測 で き る も の で は あ りま せ ん で し た が 、 企 業 局 では 平 成

2 2年 度 に 災 害 時 協 力

員 制 度 、 補 修 資 材 の 備 蓄 、応 急 給 水 ペ ッ ト ボ ト ル 等 、様 々 な 対 応 を 行 っ て い ま した 。 結 果 的 に 、 震 災 対 応 にお い て 非 常 に 役 立 っ た と 考え て い ま す 。　
予 測 不 能 な 事 態 で あ る ほ

ど 、 事 前 の 備 え が 重 要 で ある と 、 こ の 時 し み じ み 思 いま し た 。

す 。　
そ し て 平 成

2 1年 度 、 私 は

鹿 行 水 道 事 務 所 長 と し て 勤務 し 、 平 成

2 2年 ３ 月 に 退 職

し ま し た 。 退 職 後 は 、 平 成
2 2年 ４ 月 か ら 渡 邊 企 業 局 長

が 理 事 長 を 務 め る 茨 城 県 企業 公 社 に 勤 務 。 そ の 企 業 公社 在 任 中 、 平 成

2 3年 ３ 月

1 1

日 に 、 東 日 本 大 震 災 が 発 生し た の で す 。　
発 生 当 日 、 企 業 局 に 災 害

対 策 本 部 が 設 置 さ れ 、 企 業公 社 も 本 部 の 一 員 と な り 対応 す る こ と に な り ま し た 。私 も 本 部 で 様 々 な 対 応 を して い ま し た が 、 鰐 川 浄 水 場の 被 害 が 甚 大 と い う こ とで 、 渡 邊 理 事 長 の 指 示 に より 鰐 川 浄 水 場 の 復 旧 に 従 事し ま し た 。　
鰐 川 浄 水 場 の 液 状 化 に よ

る 被 害 は 著 し く 、 本 復 旧 によ る 早 期 復 旧 は 困 難 な 状 況で し た 。 仮 設 配 管 等 を 考 えた 応 急 復 旧 も や む な し と 考え 、 現 地 対 策 本 部 の 皆 様 と検 討 を 進 め て 、 可 能 な も のか ら 実 施 し ま し た 。 私 は 平成 ７ 年 、 阪 神 淡 路 大 震 災 の現 場 調 査 を 経 験 し て い ます 。 こ の 時 、 早 期 給 水 の ため に は 仮 設 に よ る 応 急 復 旧も 必 要 だ と い う こ と を 学 んで い た た め 、 こ の 経 験 が 生か さ れ た と 思 っ て お り ます 。

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜県 企 業 局 長  ・  企 業 公 社 理 事 長 編 ①

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

飯 島

　
耕 志 （ い い じ ま

　
た か し ）

　
１ ９ ４ ９ 年 ８ 月

1 6日 生 ま れ 。

7 4歳 。

7 5年 に 入

庁 し 、 企 業 局 へ 出 向 。 県 南 水 道 事 務 所 長 、 企 業局 施 設 課 首 席 検 査 監 、 施 設 課 長 、 鹿 行 水 道 事 務所 技 監 兼 所 長 な ど を 経 て 、 ２ ０ １ ０ 年

3月 に 定

年 を 迎 え た 。 そ の 後 は 県 企 業 公 社 に 勤 務 、 現 在は 白 井 企 画 ㈱ 、 常 総 開 発 工 業 ㈱ に 勤 め て い る 。

霞 ヶ 浦 浄 水 場 が 参 考 例

た 。 霞 ヶ 浦 浄 水 場 の 改 築 事業 を 進 め る に あ た り 、 工 事に 伴 う 地 下 水 位 低 下 の 影 響等 、 様 々 な 課 題 が あ り ま した が 、 渡 邊 一 夫 企 業 局 長 指導 の も と 、 課 題 が 解 決 で きた と 考 え て い ま す 。　
浄 水 場 施 設 の 改 築 に は 、

現 況 施 設 で の 給 水 量 を 確 保し な が ら 対 応 す る 必 要 が ある こ と か ら 、 既 存 施 設 の 撤去 は 不 可 能 で あ り 、 改 築 施設 を 建 設 す る 用 地 が 必 要 とな り ま す 。 今 回 実 施 し た霞 ヶ 浦 浄 水 場 は 、 隣 接 地 を取 得 し 改 築 事 業 を 実 施 し まし た 。　
企 業 局 の 他 浄 水 場 で も 、

施 設 の 老 朽 化 は 避 け ら れず 、 ま た 水 源 水 質 の 変 化 に対 応 す る 浄 水 処 理 方 法 へ の変 更 等 、 様 々 な 要 件 で 施 設改 築 が 迫 ら れ る 時 期 が 来 ると 思 い ま す 。 霞 ヶ 浦 浄 水 場に お け る 施 設 の 改 築 事 業は 、 今 後 の 他 浄 水 場 改 築 の参 考 に な る と 考 え ら れ ま

茨 城 県 の 水 道 用 水 と 工 業 用 水 を さ さ え る 企 業 局
～ 昼 夜 を 問 わ ず 、 水 を 送 り 続 け る ～

元 県 企 業 局 長 元 県 鹿 行 水 道 事 務 所 技 監 兼 所 長
（ 当 時 ： 県 南 水 道 事 務 所 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 飯 島 耕 志 氏×

蓄　
② 応 急 給 水 ペ ッ ト ボ ト ル

の 増 産　
③ 給 水 車 の 確 保

　
④ 企 業 局 Ｏ Ｂ に よ る 災 害

時 協 力 員 制 度 の 充 実　
こ れ を 概 ね １ 年 で 実 現 さ

せ た の で す 。 こ の 備 え は 、１ 年 後 に 起 き た 東 日 本 大 震災 の 対 応 で 大 い に 役 立 っ てく れ ま し た 。　
最 後 は 東 日 本 大 震 災 の 対

応 で す 。　
こ の 時 、 企 業 局 で も 甚 大

な 被 害 を 受 け て し ま い ま した 。 当 日 は 夜 か ら 本 局 、 事

務 所 、 企 業 公 社 の 職 員 一 体と な っ て 、 建 設 業 界 の 皆 様の 協 力 を 得 な が ら 、 た だ ちに 被 災 状 況 を 調 べ 、 応 急 復旧 に 取 り か か り ま し た 。　
概 ね ２ 週 間 で す べ て の 断

水 を 解 消 で き た の は 、 い ま考 え て も よ く 頑 張 っ て く れた な と 思 っ て お り ま す 。 建設 業 界 の 皆 様 に は 、 改 め て深 く 感 謝 申 し 上 げ ま す 。　
災 害 を 想 定 し て 準 備 し て

い た こ と や 、 あ ら か じ め 各所 長 、 場 長 に 「 緊 急 時 の 初動 は 本 局 の 方 針 を 待 つ の では な く 、 独 自 判 断 で 復 旧 を急 ぐ よ う に 」 と 指 示 し て おい た の が 良 か っ た と 思 い ます 。　
災 害 時 に は 連 絡 手 段 も 限

ら れ 、 指 示 の 伝 達 も ま ま なら な い こ と が あ り ま す 。 コス ト が ど れ だ け か か っ ても 、 と に か く 初 動 の 速 さ が一 番 。  現 場 の 判 断 を 信 用 し 、良 い と 思 う こ と は 全 部 や って 、 手 を 尽 く し て ほ し い と伝 え て お り ま し た 。  「 備 えあ れ ば 憂 い な し 」 と ま で はい き ま せ ん が 、  「 い ろ い ろな こ と を 想 定 し て 備 え て おく こ と が 大 切 」 と 思 っ て おり ま し た 。

対 策 の 検 討 な ど を 図 上 訓 練と し て 実 施 し た 。　
土 木 部 は 災 害 時 の 役 割 確

認 や 課 題 の 抽 出 を 実 施 。 各出 先 機 関 に お い て は 電 源 喪失 時 の 対 応 確 認 （ 非 常 用 発電 機 の 操 作 等 ） も 行 っ た 。　
ま た 、 各 出 先 機 関 に 配 備

　
企 業 局 で は 風 水 害 を 想 定

し た 防 災 訓 練 を 実 施 。 県 庁
2 1階 の 企 業 局 長 室 を 対 策 本

部 と し 、 現 地 の 写 真 等 を 大型 ス ク リ ー ン で 確 認 。 風 水害 時 に 各 所 属 が 担 う べ き 業務 や 役 割 分 担 を 明 確 に し 、初 動 対 応 体 制 や 連 絡 方 法 等を 確 認 。　
そ れ と と も に 、  停 電 対 応 、

応 急 給 水 、 取 水 口 の ゴ ミ 除去 な ど に つ い て 実 働 訓 練 を実 施 し た 。　
稲 見 真 二 局 長 は 「 職 員 の

　
訓 練 で は 県 庁 ６ 階 に 災 害

対 策 本 部 が 設 置 さ れ た 。 台風 の 接 近 に 伴 っ た 活 発 化 した 前 線 の 影 響 に よ り 線 状 降水 帯 が 発 生 し て 局 地 的 な 大雨 を も た ら し て お り 、 河 川の 氾 濫 の 危 機 が 高 ま っ て いる と い う 設 定 。 災 害 発 生 直後 の 被 災 情 報 の 収 集 や 応 急

済 み の ド ロ ー ン を 職 員 自 らが 操 作 。 現 地 か ら 各 イ ン フラ 施 設 復 旧 の 陣 頭 指 揮 を 行う 土 木 部 災 害 対 策 室 へ リ アル タ イ ム で 映 像 を 共 有 した 。　
そ し て 昨 年 度 に 引 き 続

き 、 災 害 協 定 を 締 結 し て いる 県 建 設 業 協 会 （ 石 津 健 光会 長 ） に パ ト ロ ー ル を 依頼 。 被 災 箇 所 等 は ブ ラ イン ド 方 式 で 行 い 、 実 際 の災 害 時 と 同 様 の 状 況 下 で被 害 情 報 の 収 集 を 行 っ た 。

�

　
田 村 央 土 木 部 長 は 「 災 害

時 の 初 期 対 応 に 重 点 を 置 いた 訓 練 を 行 う こ と が で きた 。 間 も な く 出 水 期 を 迎 える に あ た り 、 風 水 害 へ の 対応 に 加 え 地 震 へ の 対 応 に つい て も 万 全 の 体 制 を 整 え てま い り た い 」 と 講 評 し た 。意 識 啓 発 や 災 害 時 に 備 え る体 制 を 早 期 に つ く る と い う意 味 で 非 常 に 有 意 義 だ った 。 今 回 は 非 常 用 発 電 機 の運 転 や ゴ ミ の 除 去 と い っ た実 働 訓 練 を 行 い 、 今 ま で 以上 に 迅 速 か つ 安 全 に 実 施 でき る 体 制 が 整 い つ つ あ る 。水 の 安 定 供 給 は わ れ わ れ の使 命 。 引 き 続 き 関 係 機 関 や他 の 自 治 体 と 連 携 し な がら 、 有 事 に 備 え た 対 応 の 構築 を し て ま い り た い 」 と 総括 し た 。

土 木 部 と 連 携 強 化 、  同 時 施 工 図 る

て 設 立 さ れ 、 そ れ ま で 知 事部 局 で 行 っ て い た 用 水 業 務は 一 括 し て 企 業 局 に 引 き 継

�

（ 島 津 就 子 ）

　
茨 城 県 に は 霞 ヶ 浦 、 北 浦 な ど の 湖 沼 や 、 利 根 川 、

那 珂 川 な ど の 河 川 が あ り 、 非 常 に 水 に 恵 ま れ て い ます 。 そ の 霞 ヶ 浦 や 那 珂 川 な ど か ら 原 水 を 取 水 し 、 各浄 水 場 で 浄 化 し て 、 安 心 で お い し い 水 道 水 を 市 町 村を 通 し て 各 家 庭 に 届 け 、  安 全 な 工 業 用 水 を 各 企 業 に 、昼 夜 を 問 わ ず 送 り 続 け て い る の が 企 業 局 で す 。 今 回か ら 、 こ の 企 業 局 の お 話 を さ せ て も ら い ま す 。�

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

　
県 は こ の ほ ど 、 ２ ０ ２ ４ 年 度 風 水 害 対 応 図 上 訓 練

を 行 っ た 。  昨 年 ６ 月 と ９ 月 に 発 生 し た 大 雨 を 踏 ま え 、本 年 度 は 出 水 期 前 の ５ 月 に 訓 練 を 前 倒 し で 実 施 。 自衛 隊 、 気 象 台 、 警 察 や い ば ら き 消 防 指 令 セ ン タ ー など の 関 係 機 関 と 連 携 し 、 土 木 部 や 企 業 局 な ど 各 部 局と も 合 同 で 実 施 。 訓 練 は 事 前 に シ ナ リ オ を 提 示 し ない ブ ラ イ ン ド 方 式 で 行 わ れ た 。
出 先 は 電 源 喪 失 時 の 対 応

業 務 、  役 割 分 担 を 明 確 に

災 害 時 の 役 割 確 認

初 動 体 制 や 連 絡 方 法

土 木 部

企 業 局

県 が 防 災 訓 練

　
自 衛 隊

な
　

　
ど 関 係 機 関 と 連 携

被 災 情 報 収 集 や 応 急 対 策 の 検 討

線 状 降 水 帯 で 河 川 氾 濫 を 設 定
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